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※記載資料の転載・二次使用はご遠慮ください
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三
月
十
三
日（
日
）砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、「
は
こ
べ
ら
」
俳
句
大
会
の
授
賞

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
投
句
数

は
七
百
六
句
。
こ
の
中
か
ら「
は
こ
べ
ら
」

賞
と
石
田
波
郷
記
念
館
賞
の
大
賞
二
句
、

各
選
者
の
先
生
方
が
選
ぶ
特
選
十
四
句
、

入
賞
五
十
句
の
表
彰
を
行
い
、
ま
た
、
選

者
の
先
生
方
に
よ
る
句
の
講
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

波
郷
を
偲
ぶ
句
の
中
で
最
高
点
を
獲
得
し
た
句

四
季
雑
詠
句
の
中
で
最
高
点
を
獲
得
し
た
句

　
古
賀
勇
理
央
さ
ん(

上
写
真)

と

観
音
堂
松
雄
さ
ん(

下
写
真)

。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　★
受
賞
作
品
を
始
め
と
す
る
、
二
十

七
年
度
の
全
投
句
が
掲
載
さ
れ
た
句

集
を
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
装
丁
も
新

し
く
な
り
、
よ
り
一
層

素
晴
し
い
作
品
集
と
な

り
ま
し
た
。

　
是
非
一
度
お
手
に

取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
一
冊
　
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　（
税
込
）

左
か
ら
　
上
田
日
差
子
先
生
、
大
串
章
先
生
、

鈴
木
し
げ
を
先
生
、
德
田
千
鶴
子
先
生

発行日
平成 28 年 3月 20 日

発行元
江東区砂町文化センター

〒136-0073
東京都江東区北砂 5-1-7
電話：03(3640)1751



日程 : 5 月 28 日（土）・6月 25 日（土）・7月 16 日（土）
回数 : 全 3回
時間 : 13 時 30 分～ 15 時（90 分講義）
定員 : 25 名
受講料 : 3,500 円（全 3回分）
教材費 :    100 円（全 3回分）
会場 : 砂町文化センター　２階　第 1会議室

★講座情報★

申込は 3月 24 日まで。
ただし、申込状況によっては、25 日以降も
先着順で受付けます。詳しくはお問合せください。
（03-3640-1751）

　
記
念
館
で
は
、
波
郷
が
愛
用
し
て
い
た
カ
メ
ラ
を
複
数
所
蔵
し
、

展
示
し
て
い
ま
す
（
写
真
）。

　
波
郷
と
写
真
の
出
会
い
は
、
清
瀬
で
結
核
の
療
養
を
し
て
い
た

と
き
の
こ
と
、
同
じ
療
養
仲
間
が
カ
メ
ラ
を
い
じ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
て
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

　「
秒
の
百
分
の
一
に
し
か
生
き
て
ゐ
な
い
や
う
な
こ
と
を「
表
現
」

と
し
て
で
な
く
、
そ
の
ま
写
し
取
め

る
。
カ
メ
ラ
で
し
か
で
き
な
い
芸
当

で
あ
る
。
こ
れ
が
私
に
は
面
白
く
て

仕
方
な
い
の
で
あ
る
。」（「
続
療
養
写
真
術
」「
俳

句
研
究
」
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
臨
時
増
刊
号
よ
り
）

　
そ
れ
か
ら
波
郷
は
吟
行
の
伴
侶
と

し
て
カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
下
記
写
真
の
も
の
は

「
ロ
ー
ラ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
」。
随
筆
に

も
た
び
た
び
登
場
す
る
、
波
郷
の
大

切
な
相
棒
で
す
。

平
成
二
十
八
年
度
　
春
の
新
規
講
座
紹
介

講
師
■
　
俳
句
結
社
「
鶴
」
主
宰
　
　
鈴
木
し
げ
を

　
　
　
　
俳
句
結
社
「
古
志
」
主
宰
　
大
谷
弘
至

　
　
　
　
写
真
家
　
　
　
　
　
　
　
　
中
谷
吉
隆

　
多
く
の
俳
人
は
旅
を
し
、

そ
こ
で
得
た
感
動
を
俳
句

に
詠
み
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
で
は
「
旅
」

を
テ
ー
マ
に
、
松
尾
芭
蕉

や
小
林
一
茶
、
石
田
波
郷

ら
が
残
し
た
名
句
を
鑑
賞

し
ま
す
。

　
講
師
に
は
「
鶴
」
主
宰
・

鈴
木
し
げ
を
氏(

第
一
回
目

講
師)

、「
古
志
」
主
宰
・

大
谷
弘
至
氏(

第
二
回
目
講

師)

と
い
う
俳
句
界
を
先
導

す
る
お
二
人
と
共
に
、
写

真
家
で
あ
り
、
フ
ォ
ト
俳

句
の
第
一
人
者
で
も
あ
る

中
谷
吉
隆
氏(

第
三
回
目
講

師)

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

す
。

　
波
郷
の
長
男
で
あ
る
石
田
修
大
氏
著
の

『
わ
が
父 

波
郷
』。
家
族
が
、
息
子
が
見
た

父
の
姿
と
は
。
波
郷
の
新
た
な
一
面
を
知
る

こ
と
の
出
来
る
静
か
で
味
わ
い
深
い
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。

『
波
郷
百
句
』（
昭
和
二
十
二
年
）
な
ど
波

郷
自
身
の
自
註
、
自
解
、
随
想
集
を
収
め

た
一
冊
で
す
。妻
あ
き
子
の『
波
郷
句
鑑
賞
』

も
収
録
。
波
郷
の
句
を
愛
す
る
全
て
の
人

へ
向
け
た
必
読
書
で
す
。

「
書
き
終
え
て
改
め
て
思
う
の
は
、
あ
の
時
代
の
俳
人
た

ち
が
、
信
じ
ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
熱
意
で
俳
句
に
取
り
組
む

姿
で
あ
る
。（
あ
と
が
き
よ
り
）」―

―

波
郷
の
息
子
と

し
て
若
き
父
の
青
春
時
代
を
追
っ
た
珠
玉
の
一
冊
で
す
。

※

石
田
波
郷
記
念
館
に
お
い
て
の
書
籍
の
販
売
は
窓
口

の
み
で
す
。
郵
送
・
宅
配
等
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

梁塵社　
1,296 円（税込）

白水社
1,404 円（税込）

本阿弥書店
2,700 円（税込）



3/24（木）まで　※はがき・FAX は 24 日（木）必着　　　　　　　　　　　　　　　 

※25 日（金）以降は先着順にて受け付けます。詳しくはお問い合わせください。
①窓口　※第 1・3月曜日は休館日です。（ただし祝日は開館）　

②電話　03-3640-1751　　③FAX　03-5606-5930
④はがき　〒136-0073 東京都江東区北砂 5 1 7　
⑤インターネット　http://www.kcf.or.jp

お申し込み方法

はがき・FAX 記入例 ① 砂町文化センター・講座名　② 氏名・ヨミガナ　③ 生まれ年（西暦）・性別　
④ 郵便番号・住所　⑤ 電話番号・FAX 番号

※インターネットからの講座申し込みには「受講生登録」が必要となります

お申込み期間

竹久夢二画『女學生』大正 12 年 4月号表紙
「薔薇の露」( 竹久夢二美術館蔵 )

※定員を超えた場合は抽選となります。

 Vol.

31砂町文化センターニュース

真田信繁画像（真田宝物館所蔵）源氏物語絵巻（写）国立国会図書館蔵



Let’s Challenge!
砂町や江東区につい

ての

クイズが入っているよ
！

① ツツジ科の常緑の大形低木。石田波郷が所属していた結社の名前。
② 砂町地区は「北砂」「東砂」「南砂」「○○○○」からなる。
③ 「砂町」の由来となった江戸時代の農民。「砂村○○○○○○」。
④ 『江戸名所図会』や『東都歳時記』などの著者。「斎藤○○○○」。
⑤ 絵画形式の1つ。横長の紙をつないで長い画面を作り、人々の生活や事件などを連続して表現したもの。
⑥ 中原淳一が創刊した少女雑誌。フランス語で「太陽」のこと

❶ 東大島にある資料館。「○○○○船番所資料館」。
❷ 石田波郷が結核治療のために受けた手術で体内に入れたもの。「胸の中の○○○○○○」。
❸ 枝がやわらかく枝垂れる桜の総称。
❹ 大河ドラマ「真田丸」。真田氏の本拠地は「○○○○○真田郷」。

答えは、今号の記事の中からも出題しています。

❹

❶

❷❸

　今回の系統は亀戸駅と東陽町駅を結ぶ亀
21系統です。車内放送では砂町文化センター
のご案内が流れる系統ですが、本数が少ない
うえ、東陽町までは大回りをするために、積極
的にはご案内をしておりません。
　砂町文化センターに最も近い北砂5丁目を
出た東陽町駅行きのバスは、亀高橋交差点を
左折し葛西橋通りに入ります。葛西橋を左手
に見て袖ヶ浦のバス停を過ぎるとこの系統イ
チのハイライト区間、元八幡通りに入ります。
　ガードレールの無い片側1車線の狭い道路
を大型の路線バスが車体をくねらせて走る姿
は、江東区内では珍しい風景です。
　およそ30分程度の小旅行で東陽町に着き
ますので、お急ぎでない方は都会の狭隘路線
を行く都営バスを楽しむのも一興でしょう。

　さて、連載の最終回に都バスの豆知識をご
紹介しましょう。
　この路線を走るのは、錦糸町駅近くにある
江東営業所のバスです。バスの入口の脇に
L-Z520(江東)などと書いてあるのを見かける
かも知れません。この記号は何を意味するの
でしょうか。
　最初のLは江東営業所を示します。数字は
100から799の連番です。数字の前のZはバ
スの購入年で平成26年度に購入された事を
示しています。
　この3月までの平成27年度の新車はアルファ
ベットが最初に戻りAが付けられています。
　逆に最も古い記号は平成14年や15年のK
やLとの事です。

【たて】❶ なかがわ ❷ぴんぽんだま ❸しだれざくら ❹しんしゅう 
【よこ】① あしび（馬酔木） ②しんすな ③ しんざえもん ④げっしん（月岑） ⑤えまき ⑥それいゆ


